


方法 ずらり登壇してのシンポジウムは往々にして実りが少ない。
そこでAQSでは、各パネリストのショートレクチャーに続いて、ペネトレータとモデレータを加えた
３者によるトリローグを行い、展開の深化を意図する。

テーマ Can AI make designs?　　AIにデザインは可能か　Architectural Intelligence

日程 ２０１５年１１月１４日　土曜
１３：３０～１８：００ 　(開場13:00)

会場 夢キャンパス／東京都市大学　（二子玉川　rize内）

参加方法 参加無料・事前登録要（先着順）

形式 レクチャー＋トリローグ

主催 東京都市大学

遂行 都市生活学部

ウエブサイト http://algodeq.org/AQS/

関連サイト ALGODeQ : ALGOrithmic Design Quest international programming competition
http://algodeq.org

連絡 info◯algodeq.org
（◯を@に変えて送信ください。）

AQS2015：
AIにデザインは可能か／Architectural Intelligence

Overview　シンポジウム概要

Can AI make designs　?
AI： Architectural Intelligence/ Artificial Intelligenceにデザインは可能か

アルゴリズミック・デザイン ディープラーニング ソーシャル／ビッグデータ解析 そして人工知能 ・・・・
降臨する Ai-ngel は 都市・建築を アプデートできるのだろうか。

ザハ・ハディドを産んだロンドンのAAスクールを率いる、Theodore Spyropoulos、
米国で非デザイン系の学生も対象にIT系建築教育を行う、楢原太郎、
そして史上初めてプロ棋士を破った、最強AIプログラムの開発者、山本一成。
この３名の俊英パネリストを迎えて
「パネリストレクチャと、パネリスト＋ペネトレータ＋
モデレータによるトリローグ」の、
３セッションを行う。それがAQS。

主旨

今日、設計という行為一般で、求められる「条件」をアルゴリズム化し、
コンピュータプログラムで「解」を生成する、
新しい設計方法　「アルゴリズミック・デザイン」　が登場しつつある。

AQSでは、こうした考え方と方法を含めて、広く、
「建築・都市をより良く生成・持続させようとする能動的な知的営為」を、
「建築的知性の総体」と捉え、「Architectural Intelligence」と名づけた(広義のAI)。

そうした思考と方法は、呼称と対象は異なっても、建築・設計のみならず、
トレーディング、ビックデータ解析、認知科学、人工知能、など、
広範な範囲での試行が始まっている。

そこで、建築領域と純AI領域の方々を迎えて、
この　「広義のAI」　の現在と可能性について語るシンポジウムを行う。

これは、デザインや計画という概念／方法の拡張／深化と、
それにより都市・建築、そして社会に何が可能になるのか、を考えていく機会、となるだろう。

（AQSは、アルゴリズミック・デザインの国際コンペティション
ALGODeQ/ALGODeQ2 : ALGOrithmic Design Quest international programming competition（AQ/AQ2）とのリンクイベント）









開場 １３：００

開始 １３：３０

グリーティング 三木 千壽　学長
川口 和英　学部長

イントロダクション 渡辺 誠

レクチャ１ Theodore Spyropoulos　（英語・逐次通訳）

トリローグ１ Theodore Spyropoulos＋Michael Hansmeyer＋渡辺 誠　（英語・通訳無）

レクチャ２ 楢原太郎　（日本語・以下同）

トリローグ２ 楢原太郎＋山根 格＋渡辺 誠

レクチャ３ 山本一成

トリローグ３ 山本一成＋明石 達生＋渡辺 誠

エンディング
終了 １８：００

進行 河村 容治

Program　プログラム



会場 東京都市大学 二子玉川 夢キャンパス
phone： 03‒5797‒9504

所在地 東京都世田谷区玉川二丁目21番1号
二子玉川ライズ・オフィス 8階
＞GoogleMapで見る

アクセス 東急田園都市線・大井町線「二子玉川駅」下車 徒歩1分

＊二子玉川駅からのアクセス
　①二子玉川ライズオフィス 入口から入る
　②エレベーターで6階へ
　③6階で低階層用エレベーターに乗り換えて8階へ

Access　会場アクセス




